
平成 22 年 3 月 21 日現在 

 



 

 

○実践的能力・技能 

１．現代企業が抱える諸問題の分析・検討を行い、関連する制度や法規を適切に対応させることなど

を通して、論点を整理することができる。 

２．現代企業に関する様々な諸問題について、批判的に考察し、自己の主張を説得的に展開して、問

題解決の方向を示すことができる。 

○総合的能力・技能 

１．現代社会が抱える諸問題の中からテーマを見つけ、資料・情報を収集・分析して報告し、レポー

トとしてまとめることができる。 

２．特定のテーマに関する報告ないし発表において、自己の研究成果や具体的解決の提案を、ディス

カッションを含めて、効果的にプレゼンテーションをすることができる。 

 

※ それぞれの学習方法については、別紙１（プログラムの教育・学習方法）を参照。 

 

４．教育内容・構造と実施体制 

(１) 学位の概要



 

 

⑥ 学生支援室 

⑦ 法学部・経済学部資料室 

 

７．評価（試験・成績評価） 

（１）到達度チェックの仕組み 

・各授業科目の成績は、秀・優・良・可・不可の５段階で判定する。 

・各セメスター終了時に、当該セメスター修得単位および全修得単位についてＧＰＡを計算し、ＧＰＡ

が一定水準以上の場合は、次期セメスターの単位登録制限を緩和する。 

・「知識・理解」「知的能力・技能」に関する到達度は、各項目に対応する授業科目群の成績により評

価する。 

・「実践的能力・技能」「総合的能力・技能」に関する到達度は、２、３年次と４年次の各演習、統合

科目終了時に指導教員が評価を行う。 

（２）成績が示す意味 

※ 別紙４（到達目標評価項目と評価基準の表）を参照。 

８．プログラムの責任体制と評価 

（１）ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)） 

・プログラムの計画と実施については、プログラム主任の調整によりプログラム担当教員会がこれに当

たる。 

・プログラムの評価検討と対処については、学部教務委員が評価検討作業を通して対処案を示し、学部

長が実行する。 

（２）プログラムの評価 

・プログラム評価の観点 

本プログラムの各到達目標に対する学生の到達度の水準、およびその分布 

プログラムの体系性（各授業科目のシラバスとの整合性を含む） 

各科目の授業内容とシラバスの整合性 

・評価の実施方法 

到達度の水準と分布、プログラムの体系性については関係資料に基づき、授業内容については学生

による授業評価に基づき、学部教務委員が評価検討する。 

・学生へのフィードバックの考え方とその方法 

各評価項目についての到達度の全体的分布を学生に示し、自己の位置づけを確認させる。 

評価検討作業の結果は、プログラムの改善に反映させる。 
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別紙１ 

 

プログラムの教育・学習方法（ビジネス法務プログラム） 

 

○ 知識・理解 

 

 

 

 

○ 知的能力・技能 

 

   

身身身身につくにつくにつくにつく知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能・・・・態度等態度等態度等態度等    

１．法学・政治学・社会学を中心とした社会科学に

おける基本的諸視点に関する知識・理解 

２．法制度の体系的理解に不可欠な基本的知識・理 

  解 

３．国際情勢に関する基本的知識・理解 

４．現代の国内、国際社会の成立基盤についての歴

史的、思想的淵源に関する基本的知識・理解 

５．国内や国際間の企業活動に関する法的な基本的

知識・理解    

教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習のののの方法方法方法方法    

１．知識・理解１は、基盤科目および統治システム論、

法社会学、政治学原論、行政学、社会学、社会保

障論など、専門基礎科目の履修により修得する。 

２．知識・理解２は、財産法入門、民法総則、刑法総

論、刑法各論、民事訴訟法、税法など、主に法律

系の専門基礎科目の履修により修得する。 

３．知識・理解３は、国際政治学、アジア政治の基礎

など、国際関係関連科目の履修により修得する。 

４．知識・理解４は、法制史、法哲学や外交史など、

歴史関連科目の履修により修得する。 

５．知識・理解５は、会社法、労働法、労働組合法、

国際取引法など、商法・労働法・国際法関連科目

の履修により修得する。 

評価評価評価評価    

    知識知識知識知識１１１１～～～～５５５５はははは、、、、各授業科目各授業科目各授業科目各授業科目でででで実施実施実施実施するするするする期末試験期末試験期末試験期末試験・・・・レレレレ

ポートポートポートポートなどによりなどによりなどによりなどにより評価評価評価評価するするするする。。。。    

身身身身につくにつくにつくにつく知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能・・・・態度等態度等態度等態度等    

１．社会科学に関する資料・情報の整理・分析を行

い、問題点を発見することができる。 

２．法制度の体系的理解にもとづき論理的思考を展

開することができる。 

３．国際情勢に関する諸問題について、資料・情報

を批判的に分析・検討することができる。 

４．現代の企業が抱える諸問題について、資料・情

報を批判的に分析・検討することができる。 

    

教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習のののの方法方法方法方法    

１．知的能力・技能１は、基礎演習、外国書講読、政

治過程論、社会調査論、社会調査法などにおける

基礎的な課題遂行、レポート作成により修得する。 

２．知的能力・技能２は、基本的人権、行政法、物権

法、債権法、契約法、親族法、相続法、少年法、

民事訴訟法、民事執行・保全法、刑事訴訟法、刑

法応用、国際私法など、法律系科目全般を通して

修得する。 

３．知的能力・技能３は、国際政治経済学、アジア政

治経済論、国際法、安全保障論など、国際関係科

目の課題遂行、レポート作成により修得する。 

４．知的能力・技能４は、商取引法、手形法、倒産処

理論など、商法・労働法関連科目における課題遂

行、レポート作成により修得する。 

評価評価評価評価    

    知的能力知的能力知的能力知的能力・・・・技能技能技能技能１１１１～～～～４４４４はははは、、、、各授業科目各授業科目各授業科目各授業科目におけるにおけるにおけるにおける期末期末期末期末

試験試験試験試験・・・・課題遂行課題遂行課題遂行課題遂行・・・・レポートレポートレポートレポート作成作成作成作成によりによりによりにより評価評価評価評価するするするする。。。。    
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○ 実践的能力・技能 

 

   

 

○ 総合的能力・技能 

 

   

 

身身身身につくにつくにつくにつく知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能・・・・態度等態度等態度等態度等    

１．現代企業が抱える諸問題の分析・検討を行い、

関連する制度や法規を適切に対応させること

などを通して、論点を整理することができる。 

２．現代企業に関する様々な諸問題について、批判

的に考察し、自己の主張を説得的に展開して、

問題解決の方向を示すことができる。 

    

教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習のののの方法方法方法方法    

 実践的能力・技能１、２は、専門演習、統合科目に

おける研究指導を通して修得する。 

 

評価評価評価評価    

    実践的能力実践的能力実践的能力実践的能力・・・・技能技能技能技能１１１１、、、、２２２２はははは、、、、各授業科目各授業科目各授業科目各授業科目におけるにおけるにおけるにおける課課課課

題遂行題遂行題遂行題遂行・・・・レポートレポートレポートレポート作成作成作成作成によりによりによりにより評価評価評価評価するするするする。。。。 

身身身身につくにつくにつくにつく知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能・・・・態度等態度等態度等態度等    

１．現代社会が抱える諸問題の中からテーマを見つ

け、資料・情報を収集・分析して報告し、レポ

ートとしてまとめることができる。 

２．特定のテーマに関する報告ないし発表におい

て、自己の研究成果や具体的解決の提案を、デ

ィスカッションを含めて、効果的にプレゼンテ

ーションをすることができる。    

教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習のののの方法方法方法方法    

１．総合的能力・技能１は、専門演習、統合科目にお

ける研究指導やグループ研究などを通して修得す

る。 

２．総合的能力・技能２は、基礎演習、専門演習にお

ける研究報告、グループ研究やディスカッション

などを通して修得する。 

 

評価評価評価評価    

    総合的能力総合的能力総合的能力総合的能力・・・・技能技能技能技能１１１１、、、、２２２２はははは、、、、演習演習演習演習におけるにおけるにおけるにおけるプレゼンプレゼンプレゼンプレゼン

テーションテーションテーションテーション、、、、ディスカッションディスカッションディスカッションディスカッション、、、、レポートレポートレポートレポート作成作成作成作成、、、、共同共同共同共同

研究研究研究研究のののの成果成果成果成果をををを通通通通してしてしてして総合的総合的総合的総合的にににに評価評価評価評価するするするする。。。。 



別紙２ 

ビジネス法務プログラムの構造 

 

１年次：基盤科目・専門科目によるプログラムへの導入 

共通科目（教養ゼミ・外国語科目） 教養コア科目（パッケージ別科目・個別科目） 

基盤科目（法学基礎・刑事法原論・政治学基礎・政治史概説・国際関係論・社会学基礎） 

専門基礎科目（統治システム論・財産法入門・民法総則） 

 

              プログラム選択 

 

２年次：法律系基礎科目、政治・社会系基礎科目による基礎固め 

共通科目（外国語科目） 教養コア科目（総合科目・個別科目） 

基礎演習  専門基礎科目（基本的人権１・基本的人権２） 

法律系基礎科目（法制史・刑法総論・刑法各論・物権法・債権法・契約法・親族法・相続

法・会社法など）政治・社会系基礎科目（政治学原論・政治過程論・行政学・国際政治学・

社会学・法社会学・社会調査論・社会保障論・社会調査法など） 

 

 

 

３年次：法律系応用科目、政治・社会系応用科目 

による応用力の涵養 

法律系応用科目（法哲学・行政法・税法・刑法応用・

商取引法・手形法・民事訴訟法・民事執行保全法・

倒産処理論・労働法・労働組合法・刑事訴訟法・国

際私法・国際取引法など） 

政治・社会系応用科目（国際政治経済学・アジア政

治経済論・外交史・安全保障論・法社会学応用など） 

 

 

 

４年次：統合科目による知識・技能・能力の統合 

法律系、政治・社会系応用科目の未履修分 

統合科目「国際社会と企業法務」による出口教育 

 

専門演習による実践的、総合

的能力・技能の開発 



別紙３ 

ビ ジ ネ ス 法 務 プ ロ グ ラ ム 履 修 区 分 表 

 

履 修 年 次 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 
区 

分 
科 目 区 分 

要修得 

単位数 

 

授 業 科 目 

前 後 前 後 前 後 前 後 

教養ゼミ 2 教養ゼミ ● 
       

英  語 6 コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

コミュニケーションⅢ 
○ ○  

○ 
 

○ 
    

共

通

科

目 

 

外国語 

科目 英語以外 4 ベーシック外国語Ⅰ 

ベーシック外国語Ⅱ 
○  

○ 
  

    

パッケージ別科目 ６ 「パッケージ別科目」の中の決定

された１パッケージから３科目 
○ ○ 

      

総合科目 2 総合科目から１科目 
  

○ ○ ○ ○ 
  

教

養

コ

ア

科

目 
領域科目 ６ 

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

教 

 

 

養 

 

 

教 

 

 

育 基盤科目 8 
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法学基礎 

刑事法原論 

政治学基礎 

政治史概説 

国際関係論 

社会学基礎 

○ 

 

 

 

○ 

 

○○

 

後

 



別紙３ 

ビジネス法務プログラム専門科目 

 

区分 授 業 科 目 名 区分 授 業 科 目 名 

 

 

ビ

ジ

ネ

ス

法

務

プ

ロ

グ

ラ

ム

関

係

科

目 

刑法各論 

少年法 

法社会学 

法制史 

国際法１ 

国際政治学 

政治学原論 

政治過程論 

行政学 

アジア政治の基礎 

社会学１ 

社会学２ 

社会調査論 

社会調査法 

社会保障論 

Legal System and Japanese Society 

Politics and Foreign Relations of Japan 

刑法応用 

刑事訴訟法 

法哲学 

行政法１ 

行政法２ 

行政法３ 

税法１ 

税法２ 

アジア政治経済論 

外交史 

安全保障論 

法社会学応用 

演習１ 

演習２ 

演習３ 

演習４ 

 

 

ビ

ジ

ネ

ス

法

務

プ

ロ

グ

ラ

ム

基

本

科

目 

刑法総論 

物権法 

債権法 

契約法 

親族法 

相続法 

会社法１ 

会社法２ 

商取引法 

手形法 

労働法 

労働組合法 

民事訴訟法１ 

民事訴訟法２ 

民事執行・保全法 

倒産処理論 

国際私法 

国際取引法 

国際政治経済学 

国際社会と企業法務 

そ

の

他 

 

外国書講読 

 

（注）各年度の開設授業科目については、事情により変更する場合があるので、法学部ハンドブック 

（学生便覧）、各期の時間割、法学部学生支援室などで必ず確認をすること。 
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                                   別紙５ 

【ビジネス法務プログラム】 担 当 教 員 リ ス ト 

 

 

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

相 澤 吉 晴 

担当授業科目：国際私法 

国際取引法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６３０ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：aizawa@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

江 頭 大 藏 

担当授業科目：社会学 

社会調査論 

社会学基礎 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６２４ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：egasira@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

岡 田 昌 浩 

担当授業科目：会社法 

商取引法 

手形法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５１６ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：okada@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

川 崎 信 文 

担当授業科目：行政学 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５１８ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kawasaki@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

小 梁 吉 章 

担当授業科目：倒産処理論 

研究室の場所：東千田Ｂ棟１０７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kohari@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

法務研究科 

 

 

神  野  礼  斉 

担当授業科目：親族法 

       相続法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５０３ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：rjinno@hiroshima-u.ac.jp 

 

法務研究科 
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

鈴 木 一 敏 

担当授業科目：国際政治経済学 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５０１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：ktoshi@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

鈴  木 玉 緒 

担当授業科目：社会学 

社会調査法 

社会学基礎 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６２９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：rewfw36844h:(k|)10.7901(tTdw[(r01(4r01460301(tTdw[rewfw36804w2034-184Tdw[7(�1)-500.ln.9865524-0.988233(c)7.94472(r)0.4184Tdw[7-0.288697(s)-28948(h)8.21677(i)-3.94472(r)0.408062(o)0.988217(-)14.6403(u)-3.8182005)4.94671(a)-0.988233(c)01)-500.5.43528(j)11.1537(p)-5.]TJw16523)]TJw186.108453.764Tdw( )T89184TLw( )'w( )'w( )'wETw.6744444r542671846030.67478744542671840546030.6744444r542671846030.6747217145426718468046030.6744444r542671846030.674757144542671845546030.6744444r542671846030.67478760352671846095430.67444600352671846095430.6744444r352671846095430.6744444r352671846095430.67448.3333340404cm4BTw/R7410.564Tfw0.999424040414133.324638.124Tmw( )5293460410.564Tfw-36.86144-17.764Tdw(2È)Tjw/R7410[(oæ-500.58('b)]TJw/R7410P°500.58(d…)]TJw/R7410/«500.58(d…)]TJw/R7410)-04Tfw73.7227404Tdw( )Tjw/R10410.564Tfw15.6094184Tdw[(k1)-0.58017(p°)-0.58017(k|)10.7901(t:)-0.58017(f|)10.7901(Fá)]TJw63.1566404Tdw[(9æ)10.7901(oÖ)-0.58017(4bÃ)-0.58017(cGP0.58017(4.710.7901(2O))0.58017(cG)14Tdw[(90360.7901(2ß(()]TJw/R74(()4891208ß(()]TJw/R74(()4891208ß(()]TJw/R74(()4891208ß((]TJw00164Tfw3836027404Tdw( )Tjw/R10410.464Tfw-168.3384-184Td9918965.52689(-))]TJw/R7410)]TJw/R7410)]TJ4891210)]TJw/R7410)]TJ4891210)]TJw/R741028.7901(ln)-0]TJw21.13yå 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５０１Ā

̀ЀԀࠀ܀Āｱﾄﾞﾚｽ：
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

永 山 博 之 

担当授業科目：国際政治学 

安全保障論 

国際関係論 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６０７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：nag@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

西 谷   元 

担当授業科目：国際法 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６１１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hajime@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

西 村 裕 三 

担当授業科目：基本的人権 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟４３２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：heron@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

平 野 敏 彦 

担当授業科目：法哲学 

法学基礎        

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟４２８ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hirano@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

法務研究科 

 

 

堀 田 親 臣 

担当授業科目：物権法 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６０９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hotta@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

前 田 直 樹 

担当授業科目：外国書講読 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟４２１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：maeda@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

牧  野  雅  彦 

担当授業科目：政治学原論 

政治学基礎 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟４３０ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：makino@ law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

松 生   建 

担当授業科目：刑法総論  

刑事法原論 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６２8 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：matsuike@law.hiroshima-u.ac.jp 
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

松  原  正  至 

担当授業科目：会社法 

       手形法 

商取引法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６２５ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：shoji@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

三  井  正  信 

担当授業科目：労働法 

       労働組合法 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５２１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：mitsui@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

森 邊 成 一 

担当授業科目：政治過程論 

Politics and Foreign Relations of Japan 

政治史概説 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５２１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：moribes@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

山 口 幹 雄 

担当授業科目：契約法 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟３０９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

山  田  園  子 

担当授業科目：政治史概説 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５０２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：cat1414@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

横藤田   誠 

担当授業科目：統治システム論 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６２７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：m-yokofuji@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

横 山 信 二 

担当授業科目：行政法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５１７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：s-yokoyama@hiroshima-u.ac.jp 
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＊上記の担当教員及びそれに対応する授業科目等は、諸事情により変更があり、また隔年

開講などの方法により年度によっては開講されないことがある。  

また、担当教員が未定、または検討中の場合もある。 

他に、外国書講読、基礎演習も、当該年度の担当教員によって開講される。 

 

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

吉  田   修 

担当授業科目：アジア政治の基礎 

       アジア政治経済論 

Politics and Foreign Relations of Japan 

演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５０５ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：oyoshid@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

吉  中  信  人 

担当授業科目：刑事訴訟法 

       少年法 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟６３１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：nobuhito@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

吉  原  達  也 

担当授業科目：法制史 

       演習１・２・３・４ 

研究室の場所：法学部・経済学部Ａ棟５２０ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：tyoshi@law.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

小 田 直 樹 

担当授業科目：刑法各論  

       刑法応用  

研究室の場所：  

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

非常勤講師 

 

山 田 陽 子 

担当授業科目：社会保障論 

研究室の場所： 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

非常勤講師 

 

（未   定） 

担当授業科目：法社会学 

       法社会学応用 

研究室の場所：  

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：  

 

 

法学部担当教員 

担当授業科目：国際社会と企業法務 

研究室の場所： 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 
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